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＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　康子様～精神症状悪化の為、本日東Aユニットへ転棟となっています。

· 野月　利章様～ヒアレイン点眼液1本処方となっています。また、手の荒れと、足に白

　　　　　　　癬様の症状あり、白色ワセリン30ｇ、ケルガークリーム1本処方となっ

ています。

＜要注目患者様＞

・畑中　成夫様～午後と準夜帯にて眠気強く、歩行時ふらつきみられ、見守り、付添い要しています。神に関する発言はありません。深夜帯3：00に覚醒し、顔面の腫れぼったさ訴え、脈拍110回/分にて本人気にする様子みられています。引き続き、精神症状の変化に留意するとともに、歩行状態の観察を密に行い、転倒に十分注意しましょう。

・本多　富美様～日勤帯、感情失禁みられていますがすぐに落ち着いています。準夜帯では、他者への干渉あり、介入に対しても了解悪く、ニヤツキ目立っています。22：30就床し、3：00覚醒。以後、他患者様と麻雀をして過ごしています。引き続き、退院に向けて、生活リズムの確立や、社会性の向上の為の支援を行っていきましょう。

・野月　利章様～日課スムーズで、各プログラム参加することできています。準夜帯で同室者に対する不満の訴え聞かれています。易怒性や、トラブルはありません。引き続き、訴えの傾聴を行い、気分安定を図るとともに、ストレス対処能力向上し、衝動コントロールできるよう支援を進めていきましょう。

・清川　厚子様～プログラムは拒否ありませんが、入浴拒否あり強い介入要しています。

　　　　　　　　夜間は休む事できいています。引き続き、病識が持てる様、本人の理解

　　　　　　　　度に合わせた疾病教育を行っていきましょう。

＜川端先生診察＞

・大高　千枝子様～今後の方向性を決めるために、御家族様と面談予定。川端Ｄｒが都合

　　　　　　　　　が良いのは、2/19、20、24の16：00～です。本日、準夜帯で御家族へ

連絡をお願いします。

・清川　厚子様～日内変動の結果により、臨時薬変更となり6日分処方となっています。　　　　

　　　　　　　　以後、定期入りとなっています。

・坂井田　八千代様～イクセロンパッチ貼付部の掻痒感・発赤あり、ビーソフテンクリー

　　　　　　　　　　ムを良く塗布するよう指示がありました。

＜中野先生診察＞

・武井　睦雄様～眼の痛み、視野狭窄の訴えあり。立ち上がりに力が入らず、脱力感悪化

傾向の為、臨時薬前回と一部内容変更し4日分処方となっています。御

家族様へ今後の方向性についての面談予定。主治医の都合が良い日は、

2/18～21の16：00～です。本日、準夜帯で御家族へ連絡をお願いします。

※船田　正明様の症例検討会を実施しています。
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　見て頂く。

・退院後、外来通院時に栄養指導を実施していく。

入院年月日：H25年12月3日（当院2回目）

入院形態：任意入院

退院予定年月日：3月3日　　　　　退院予定先：自宅



【食事療法・運動療法】

・母様への栄養指導の際、十分に食事療法の理解ができるようにする。また、実際

にご飯の量を



・外来通院時に、自宅での運動療法、食事療法の実施状況の確認をしていく。



・体重は75㎏以下を目指す

・本人は訪問看護を不要と話している為、母様へ訪問看護について説明し、利用

　の有無を確認していく。

・青明舎利用の有無の確認

地域復帰支援検討会の目的

・糖尿病のコントロールについて、本人・母様に理解して頂く

・仕事が見つかるまでの過ごし方を提案する。（出来れば、地域復帰支援検討会前に提案し、検討して

　頂いておく。）

抽出された問題点

・退院後、食事療法、運動療法が継続できない可能性がある

・仕事が見つかるまでの過ごし方が決定していない

・糖尿病のコントロールについての本人・母様の理解不足



・退院後の運動療法は、病院で行っていたプログラム（エアロバイクを除く）に、

腕立て伏せ

　を加えて行っていく。



第3回

開催日：Ｈ２６年２月１３日

時間：13：00～13：30

報告書（症例検討会２回目）

基礎情報

検討された支援内

容と今後の方針

【日中の過ごし方】

氏名：船田　正明　様（47歳）

主病名：統合失調症　　　合併症：高脂血症、糖尿病

・PSWが地域の中で出来そうな活動～ボランティア等がないか検討、提案してい

く。

・外泊時、デイケアの見学をして頂く。


